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１．はじめに 

本学では初年次の一般情報教育として「情報

活用基礎」という科目が配置され、学部に応じ

て授業内容が工夫されている。理系の情報科学

部はプログラミング教育に向けた技術文書作成

などが盛り込まれている。また、文系の国際学

部と芸術学部は表計算やそれぞれの学部で必要

とされる内容となっている。いずれもその後に

続く或いは平行する授業との連携が考慮されて

いる。我々は、国際学部と芸術学部向けの共通

科目として「情報科学概論」を担当している。

選択科目であるが、毎年、対象学生の半数近く

が受講している。この科目は高大連携公開授業

として高校生にも提供している。新入生は、高

等学校の学習指導要領の教科「情報」により、

ある程度の情報教育を事前に受けている。しか

し、現状は、どの科目をいつの時点で学んだか

曖昧な学生もいるなど学習状況にかなり差があ

る。高大接続を考えると、新しい学習指導要領

に完全移行するまでは、情報教育の学習状況の

把握や学習状況を見ながら授業内容を見直し改

善していく必要がある。本稿では、このような

観点から取り組んでいる学習状況の調査や授業

内容の見直しについて述べる。 

 

２．情報教育の概要 

「情報科学概論」は、情報およびコンピュー

タに関する基礎理論や概念および応用知識につ

いて理解し、それらを自由自在に活用できる技

能を身に付けることを最終目標としている。そ

のため、高等学校における必修教科「情報」で

得た知識を前提に、大学の一般教養教育として

の情報学について教育している。特に、情報倫

理と情報セキュリティについて、その重要性を

学習するためビデオを使用している。また、コ

ンピュータの動作原理を踏まえ、プログラミン

グやデータベースの考え方について演習を交え

て学習する。さらに、情報機器を用いたコミュ

ニケーションや情報システムについて学習する。 

学生に対して、本学のコンピュータ利用環境お

よびネットワーク環境をはじめとして、コンピ

ュータリテラシーや情報倫理について、前期講

義科目「情報基礎」を通じて理解しておくこと

を要望している。また、コンピュータリテラシ

ーについて、基本的なスキルをある程度身につ

けておくことを期待している。 

 

３．学習状況の調査 

 「情報科学概論」の担当は昨年度からだった

が、学習状況の調査は本年度の授業回数 11 回目

に e ラーニングテストで実施した。調査に用い

た問題は、昨年度の情報科学部生の入学時の学

習状況調査[1]と同じものである。問題は、教科

「情報」の教科書の内容にある図 1 の質問事項

に関連した 37 問である。テストの際、インター

ネットや教科書などの参照を認めた。また、制

限時間内は 2 回まで再挑戦でいるように設定し

た。昨今の学習スタイルを反映してか、器用に

スマホを片手で検索しながら PC 画面の問題に解

答を入力する学生が見受けられた。情報科学部

生に実施したときは、すべての問題をまとめて
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図 1 質問事項（一部） 

 

 
 

図２ 正答者数 
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提示する設定にしていたため途中で保存してか

らということができなかった。今回は一問ずつ

ポップアップウィンドウにして取り組みやすい

ようにした。図２は、解答者 66 名（受講者 76

名）から 6 名を除いた 60 名について 37 問の正

答者数である。正答率が 60％以下だった問題は、

データベースやモデルに関する問 12（24 名）, 

問 13（17 名）, 問 14（31 名）,情報倫理と情報

セキュリティに関する問 21（33 名）だった。同

じ問について、昨年度実施した情報科学部生の

正答率は、問 12（26.0%）, 問 13（15.6%）, 問

14（32.5%）,問 21（16.9%）だった。入学時でか

つ何も参照できないなど条件が異なるが文系と

理系どちらの学生にとっても難しい問題であっ

た。しかし、文系の学生にとっては集合知から

検索してもできなかったともいえる。また、高

校での学習が不十分だったともいえる。図３は

得点分布であり、灰色は昨年度の情報科学部生、

黒色は本年度の国際学部生と芸術学部生である。

今後、テストの実施法の見直しと授業内容への

反映方法やその評価が課題といえる。 

 

４．授業内容の見直し 

図４は授業内容の見直し結果である。2017 年

度は、ほぼ前担当者の内容と順番で実施した。

プログラミング関係はアンプラグドで教えてか

ら PC 演習に進むなどした結果、順番を先にして

も問題なさそうだったので、高校までの体験不

足や体験に基づいて原理を教えられるよう図４

の 2017 年度から 2018 年度のように順番を変更

した。主に内容のまとまりや実施の順番を見直

した。担当者の業務のためやむを得ず前後内容

が入れ替わったりしたが、概ね順調に実施でき

た。来年度は、コンピュータ関連の内容を学習

状況調査の問題、すなわち高校までの学習内容

を調査した今回の問題群に沿って変更した。学

習指導要領が改訂され移行期間を考慮した高大

接続のため、授業内容や方法の見直し評価によ

る改善を継続していくことが課題である。また、

e ラーニングテストの問題に授業内容を反映させ

ることも課題である。 

 

５．おわりに 

 文系学部を対象とした一般情報教育のひとつ

である本学の「情報科学概論」の取り組みにつ

いて報告した。e ラーニングシステムのテスト機

能を利用した問題の作成法の検討、特に授業内

容に対応して、情報倫理やセキュリティのビデ

オコンテンツを反映した問題の作成について検

討する予定である。 
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図４ 授業内容の見直し 

 
 

図３ 得点分布 
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